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相」的実体 ついて、それはどのよう 在り方を るのか。 ︹質料から︺離在するのかしない か。⑥︹質料 形相の︺ 「結合体」はどのような在り方をしてい 。 ︹質料と形相 ︺各々は︹結合体の︺定義においてどのような在り方をしているのか。また定義と定義されるものとの関係はどう25.425.6























































































て、一に附随するものとしては、 「同質」 （＝質において一） 、 「同量」
（＝量において一） 、 「同等」 （＝関係において一） 、 「同類」 （＝類において一） 、 「同様」 （＝特性において一） 、 「同種」 （＝種において一） 、 「同一」 （＝相互に一）
（
40）がある。我々はこれらを個別に論じるとともに、これらに対立













































ら構成される物体を経て人間に至 ――、またこれら ものはど ようにして第一原理に回帰するのか
（
55）、③第一原理がこれらのものにとって能動因























































6） 可能性と必然性の概念 可能態と現実態の概念との対応関係については、第四巻第二章の該当箇所 （
Ilāhīyāt, pp. 171-172 ） を参照。
（
7） 「自体的な存在」と「附帯的な存在」の区別 ついて 第二巻第一章の冒頭（
Ilāhīyāt, p. 57 ） を、 「自体的な一」と「附帯的な一」の区別については第三巻第
二章の冒頭 （
Ilāhīyāt, p. 97 ） を参照。
（
8） 第一巻第八章 （
Ilāhīyāt, p. 48 ） を参照。
（
9） 第二巻第一章を参照。ここでは、実体の存在、附帯性との関係、実体であると同時に附帯性であることは不可能であること、実体の五区分 （物体、形相、質料、霊魂、知性） について述べられている。
（
10） 自然学や数学においても物体としての実体 その特性については論じられるが、非物体的な実体 （霊魂や知性など） を含めた実体の包括的な探究は形而上学でなされなければならない、との意味。
（
11） 第二巻第二章 （物体的実体とその構成要素について に該当。
（














18） 「量」については第三巻の 三章～ 章 「質」については第七章～第九章、「関係」については第一○章が該当する。
（
19） 量」に関しては、線・面・空間を物体を構成する実体であるとする説や、数を実体の構成原理であるとする説が論破されている （第三巻第三章） 。 「質」については、色や味や臭いを感覚的実体を構成する実体であるとする説などが論破されている （第三巻第七章） 。また第三巻第八章では、実体についての知は実体かという疑問に対して、知は附帯性であることが論じられて 。
（
20） このテーマは第四巻の内容 相当する。この巻は次 言葉で始まっている
 
　　
 我々は「存在」と「一」の種に相当する事柄について論じたので、次にそれらの特性と不可分離的附帯性に相当する事物について論じるべきである。そこでまず、 「存在」に関わるも として「先行」と「後行」から始めることにしよう。 （
Ilāhīyāt, p.163 ）
 




ajāh, pp. 208-209 ） では、存在者を実体
と附帯性とに区分した上で、実体を①離在的・非物体的 ②形相、③物体、④質料に序列化し、附帯性を①恒常的附帯性、②非恒常的附帯性、③恒常的附帯性に帰属する附帯性、④非恒常的附帯性に帰属する附帯性 序列化している。最後④の例として挙げられる時 （ 「いつ」のカテゴリー） は存在者の末端に位置するもので、他のいかなる存在者 原因でもない。
（
21） ①～③は、第五巻の第一章 （普遍的事象とその存在について） および第二章 （普遍的自然本性の様態、普遍・個と全体・部分と 違いについて） に対応す 。
（
22） 類については第五巻の第三章と第四章において、種については第五章において述べられる。またそれら （類と種） 類似す もの して 「種差」について 第六

















 我々は実体と附帯性について論じ （第二巻、第三巻） 、それらの先行と後行について論じ （第四巻） 、普遍的であれ個体的であれ、定義されるも と定義との一致対応について論じたので （第五巻） 、ここ は原因と結果について論じるのが適当である。なぜならば 原因と結果もまた〈存在者である限りの存在者〉に附随するものだからである。
















265-266 ） や第五章 （







で、原理 （原因） を有すること、物事 始まりなどを意味する。イブン・スィーナーにおける創造論、存在論の中心テーマ つである。
（




第六巻においても、その第二章 は原因と結 の同時性が 第三章では作用 とその結果の間の存在論的先行性 （時間的ではない） が、そして第五章では目的因とそれ以外の諸原因との先行性と後行性が論じられる。
（
29） 第六巻第二章 （
Ilāhīyāt, pp. 266-267 ） で、生成の諸義 （時間的、非時間的など） が
論じられる。また第四巻第二章 （




30）④の対応箇所として、ベルトラッチは第一巻の第五章～第七章 （ 「存在者」 「もの」 「必然性」などの原理的概念について） と第一巻第八章 （ 「排中律」と、それを否定する詭弁の論駁について） を挙げて る。しかし、これまでの議論の流れからみて、第四巻第一章 （先行・後行の諸義について） 、第六巻第二章 （原因と結果の同時性） 、第五章 （目的因と他の諸原因との関係 などを指すとみる方が適当と思われる。
（
31） モッラー・サドラーやナラーギーに従っ 「さらに」以下は主として第四巻と第五巻で述べられる内容 （本訳の段落［
4］と［
5］で提示された内容と部分的




adrā, vol. 1, p.107 ） は第四巻 （先










Ilāhīyāt, p. 303 ）を参
照。また、一の様々な意味について 第三巻第二章を、一 定義 ついては同第三章 （
Ilāhīyāt, pp. 104-106 ） を参照。
（






























38） 第七巻の第二章 （イデアおよび数学的原理を唱えた古代の哲学者たちの所説と、彼らが誤謬に陥った原因について） および第三章 （数学的原理およびイデア論批判） を参照。また第三巻第三章 （
Ilāhīyāt, pp. 106-110 ） では、一は事物から離在不
可能な附帯性であることが論じられる。
（
39） 連続量に附帯する性質とは円、曲線、球、円柱、円錐などの形態を指す。これらについては第三巻第九章を参照。また、数に附帯する性質とは、奇 、偶数、合成数、完全数、平方数、立方数、無理数などをいう （
Ilāhīyāt, p. 119 ） 。
（




























 我々の書もこの地点に到達したので、全存在の第一原因についての知で本書を閉じる がよかろう。すなわち、第一原因は存在するのか、第一原因は唯一で、位階においてそれと対等 ものやそれに匹敵するものは存在しないのであろうか。また我々は︹続く第九巻において︺――こ の助けを乞いつつ――存在における第一原因の位階、そ 下位にある諸存在者の配列と位階、諸存在者が第一原因に回帰する様態を提示しよう。 （
Ilāhīyāt, p. 327 ）
（
44） 第八巻第一章 （能動因と質料因の有限性について） 、第二章 （疑問と解決 、第三章 （目的因と形相因の有限性、第一原理の定立、第一原因とその他 原因について） を参照。
（
45）第八巻の第四章 （必然的存在者たる原理の第一の属 および第五章（必然的存在者の唯一性とそれに伴う否定的属性について） を参照。
（
46） 第八巻第六章 該当箇所 （







qudrah ） については同第七章の該当箇所 （
Ilāhīyāt, pp. 366-368 ） を参照。
（
48） 第八巻第七章の該当箇所 （









げられている「悪および欠如から超越していること」ないし「存在とその完全性を付与すること」の中に含意されていると見ることができる。なお、この箇所で挙げられてい 第一原因の属性 （名称）のうち、 「一」 （一なる者
al-w
āḥid ） 、 「真」
（真なる者
al-ḥaqq ） 、 「知」 （すべてを知る者
al-ʿalīm
） 、 「力」 （全能なる者
al-qādir ） 、




aʿshūq ） 、 「甘美なるもの」 （




Ilāhīyāt, pp. 368-370 ） を参照。
（
51） 第九巻第四章 （

















Ilāhīyāt, p. 435 ） で要約されている。
（
56） 人間霊魂の第一原理への回帰については、第九巻第七章 回帰について） が充てられている。
（
57） 第一○巻第二章 （預言者職の確定と、神 存在 神への回帰に関する宣教の在り方について） と第三章 （宗教儀礼と 現世と来世におけるその効用につい ） を参照。
（
58） 来世における人間の幸福の種類については 九巻第七章で詳論される。また幸福と実践的徳との関係について同章の該当箇所 （
Ilāhīyāt, pp. 429-431 ） を参照。






















– nafs insānīyah 「人間霊魂」
28.1, 28 4 
ʼ-w
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–  ḥaqq 「真なるもの・真理」





























































































































































































































































 - aʻyān 「個物」
26.4, 26.5
gh-y-y 




































































































































































25.4, 25.11, 27.1, 27.14 

















































































































一 ・ 一である （
w
āḥid ）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































25.10, 25.12, 26.5, 27.3 
 
 
類・種類 （
jins ）
26.6, 26.8
 
 
霊魂 （
nafs ）
26.5
 
 
天使的・霊魂的実体 （
jaw
āhir m
alakīyah nafsānīyah ）
27.17
 
 
連続量 （
kam
m
 m
uttaṣil ）
27.2, 27.4 
